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地域 山口県 埼玉県 千葉県 東京都多摩地域
事業開始年 平成14年度 平成13年度 平成13年度 平成18年度
東京都西多摩郡
日の出町
運営主体 山口エコテック㈱ 太平洋セメント㈱ 市原エコセメント㈱ 東京たまエコセメント㈱
製品 セメント原料 セメント原料 エコセメント エコセメント
処理能力 50,000t/年 63,000t/年 62,000t/年 -
一部セメント化 一部セメント化
（県内発生量の26％） （県内発生量の25％）
山口県全域 埼玉県内 千葉県内 東京都多摩地域
 (下関・宇部市以外) 21市町・組合 25市町・組合 26市町
主灰: 22,000円/t 主灰: 22,500円/t 主灰: 35,000円/t
飛灰: 32,000円/t 飛灰: 60,000円/t 飛灰: 58,000円/t -






















































































































































































果を先取りして言えば、第 2 点及び第 3 点の














行 (2003)3)、厚生省 (2000)4 )による分析が、ま
たリサイクル事業の費用便益分析に環境価






























































































































は各県 の県外埋立委託平均単価 (埼 玉 ：
35,484 円/t、千葉：32,157 円/t)を使用した。





















































 ln Y =  12.297  +  0.64944 ln X 
      (57.162)＊＊    (13.577)＊＊   
 R2  =0.8934   ( )内はｔ値を示す 





























































































































































































































輸 送 量 は実 績 値 を用 い 、 輸 送 量 当 た り
CO2(または PM10)外部費用単価は皃山・岸

























計算の結果 (図 -1, 2, 3)、一般廃棄物焼
却残渣のセメント資源化により、山口県・埼玉
県の事例においては、社会的純便益が得ら






図-1, 2, 3 を比較すると、千葉県の事例で
は、特に処理委託費・補助金・施設整備費の
負担が大きい。これらの行政費用の現在価値




































































































































































































とがわかった(図-1, 2, 3)。 














工場への輸送 571 埋立減少 592
年間処理量セメント会社への輸送 395 石灰石減少 －
27,747t 加工 280 輸送減少(県外) －
総処理量 輸送減少(県営処分場) －
360,711t 灰溶融処理の回避 616
費用合計 1,246 便益合計 1,208
環境純便益 -38
埼玉県
工場への輸送 727 埋立減少 1,158
年間処理量セメント会社への輸送 － 石灰石減少 1,412
63,000t 加工 395 輸送減少(県外) 2,700
総処理量 輸送減少(県営処分場) 219
819,000t 灰溶融処理の回避 1,714
費用合計 1,122 便益合計 7,203
環境純便益 6,081
千葉県
工場への輸送 1,080 埋立減少 1,071
年間処理量セメント会社への輸送 － 石灰石減少 －
62,000t 加工 － 輸送減少(県外) 1,754
総処理量 輸送減少(県営処分場) －
806,000t 灰溶融処理の回避 1,519




























































































































A市 1,431 2.36 1,431 H20
B市 5,334 2.34 5,334 H20
C市 2,915 2.20 2,915 H20
D町 1,385 2.22 1,385 H20
E町 807 2.05 807 H27
F町 983 1.97 983 H20
G市 14,784 1.86 14,784 H20
H市 8,752 1.81 8,752 H20
I組合 8,885 1.62 8,885 H20, 22
J市 16,580 1.62 16,580 H20, 21
K組合 1,188 1.33 1,188 H21
L市 35,127 1.47 0 H20
M組合 9,094 1.25 0 H21
N市 9,883 1.21 0 H24
O町 1,588 1.21 0 H27
P組合 3,419 1.13 0
Q市 10,912 1.12 0
R町 1,908 1.07 0
S市 10,614 1.05 0
T村 95 1.00 0
U市 11,280 0.94 0 H25
V組合 626 0.93 0
W組合 2,711 0.91 0
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Economic Evaluation of Recycling Projects 
－Cost-Benefit Analysis of Projects to Recycle Waste Incineration Ash for Cement Production－ 
 
Toshiya Mochizuki, Nobuhiro Hosoe 
 
The shortage of disposal sites for waste incineration ash is one of the main concerns of many municipal 
governments in Japan. Three projects have been initiated to recycle this ash for producing cement, thereby reducing 
the need for disposal sites. We carry out a cost-benefit analysis of such recycling projects considering environmental 
externalities. Our results suggest that two of three actual recycling projects are socially beneficial and that a 
hypothetical project with similar technology would also be beneficial for municipal governments in Kanagawa 
Prefecture. 
